
【図2】　本システムで作成されるデータ 

a.形状データ b.特徴線図 c.実測図 

【図1】　本システムの流れ 【図3】　石器の3次元立体表示 

【写真１】　3次元形状計測器 
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　毎年、文化財保護法の基に多くの

遺跡の発掘調査が行われ、その調査

報告書が作成されています。調査報

告書は、発掘によって出土した考古遺

物の実測図で占められています。一

般に考古遺物の実測図は、人手によ

る形状計測及び描画の作業により作

成されており、複雑な工程と熟練した

技術をもつ要員を必要とします。この

ため、関係機関の間では、実測図作

成の自動化や省力化により作図時間

を短縮し、処理能力の増強や経費の

節減をすることが求められています。 

　横山研究室ではこのような要望に

着目し、リモートセンシングデータ解析

手法の研究と開発を通して得た地形

情報の特徴抽出手法や計測技術を

利用して、実測図の作成の自動化と

省力化などを目的とするシステムの開

発に取り組んできました。そして平成

14年度には、システムを具体化するた

めに、（財）いわて産業振興センター

のRSP事業の支援により、主に石器に

関する実用レベルに近い実測図作成

システムの開発を行い、その成果を移

転した新会社「株式会社ラング」が発

足しました。 

　　 

 

 

　本システムの流れは、図１に示すよ

うに、まず、３次元形状計測器により

計測した形状データに特徴線抽出

手法を適用し、特徴線図を作成します。

そして、特徴線図を下図としてディジ

タル作図により実測図を作成します。

以下に本システムの中核技術を紹

介します。 

 

　３次元形状測定器 

　石器などの考古遺物専用の３次元

形状測定器は一般に市販されており

ません。そのため、石器の大きさや形

状を考慮して、分解能、精度及びステ

ージサイズを設定した３次元形状計

測器を開発しました。この計測器は

写真1に示すようにレーザ変位計、X-

Yロボット及び制御用のパソコンに計

測用のソフトウエアを作り込んで実現

しています。 

　図2のaに測定した形状データの例

を示します。 

 

　考古遺物の特徴線抽出手法 

　考古遺物の特徴線抽出手法は、

地形情報処理分野での応用のため

に開発した「ディジタル地形データか

ら山岳の稜線を抽出する」手法を考

古遺物に適用したもので、特許出願

中の手法です。図2のbでは、石器の

剥離面の境界が山岳の稜線と同じよ

うに抽出されていることが分かります。 

 

　ディジタル図化 

　図化の段階では、作図ソフトウェア

を用いて、特徴線図を下図にし、作図

者が実物を観察しながら各種の特徴

を書き入れて実測図を作成します（図

2のc）。このディジタル作図は、手作

業と同じ作業のように見えますが、1

誤りの訂正や線の太さなどの編集が

可能なこと、2下図が正確であるた

め線の位置や長さが正確であること、

3図の表示の倍率を任意に設定でき

ることなどの多くの利点があります。 

 

 

 

　本システムで計測した３次元形状

データは、1３次元立体表示（図3）、

2計測データのデータベース化によ

る再利用、3遺跡データベースとリン

クし遺物の３次元形状が検索可能な

データベースの開発などに応用する

ことを考えています。 

　システム開発の課題としては、土

器などの石器以外の遺物への対応、

表裏一括計測、壺などの遺物の内部

測定を可能にするスキャナの改良な

どを検討しています。また、株式会社

ラングによる図化事業からのフィード

バックによるシステムの改良も必要と

考えています。 

 

 

 

 

　考古遺物（石器や土器など）の実測図作成はこれまで手作業
で行われ、高度な技術と労力が必要とされる作業でした。この作
業を地形情報処理技術を応用して自動化及び省力化するシス
テムについて紹介します。 
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